
昭和 3 年 4 月 明治４３年に開設されていた筑紫郡堅粕町立屠場が合併により福岡市立屠場となる。

32 年 2 月 福岡市中央卸売市場業務条例制定。

32 年 10 月 福岡市東区箱崎７丁目に食肉市場起工。

33 年 11 月 食肉市場設置認可。

34 年 4 月 福岡市立と畜場条例制定。

34 年 7 月 福岡食肉市場株式会社創立。

34 年 9 月 福岡市中央卸売市場食肉市場開設、業務開始。

34 年 9 月 福岡食肉市場売買参加者組合設立。（５０年１０月法人化「福岡食肉買参事業協同

組合」となる）

38 年 4 月 場内に食肉衛生検査所設置。

46 年 4 月 卸売市場法公布。（施行日７月１日）

平成 5 年 12 月 新食肉市場整備基本構想検討案作成。

6 年 12 月 新食肉市場整備事業化検討報告書作成。

8 年 3 月 新食肉市場整備基本計画書作成。

8 年 3 月 国の「第６次中央卸売市場整備計画」において移転新設整備の事業採択。

9 年 12 月 新食肉市場建設に係る都市計画決定、都市計画上の名称を「臨海市場」と定める。

10 年 9 月 新食肉市場現地着工。

12 年 3 月 臨海市場竣工。

12 年 3 月 福岡市立と畜場条例廃止。

12 年 ４ 月 臨海市場開場。

12 年 4 月 福岡食肉市場㈱がと畜場設置者となる。

12 年 10 月 福岡食肉市場㈱がＩＳＯ９００２認証取得。

13 年 4 月 輸入部分肉のインターネット取引を開始する。

13 年 9 月 日本で初めてＢＳＥ感染牛を確認

13 年 10 月 福岡食肉市場㈱がＩＳＯ９００１認証　移行取得。

14 年 3 月 ＢＳＥ対策（特定危険部位等専用保管冷蔵庫、脊髄吸引装置等の導入）

15 年 2 月 ＢＳＥ対策（牛頭蓋破砕装置の導入）

17 年 4 月 臨海市場特別会計を中央卸売市場特別会計に統合

17 年 5 月 福岡市中央卸売市場業務条例及び同施行規則の一部改正

19 年 5 月 市場の名称を「臨海市場」から「食肉市場」に変更

21 年 6 月 食肉市場機能高度化事業の一環として、福岡食肉流通センターが供用開始

沿　　　　　革

－ １ －



１．世界レベルの品質保証　　ＩＳＯ認証の取得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．最高水準の衛生管理　　ＨＡＣＣＰシステムの導入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．一大情報受発信基地　　最先端情報システムを完備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．環境にやさしい施設　　周辺環境との調和をテーマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５．市民に開かれた施設　　市民参加型のスペース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ⅰ　生体の処理(と畜)状況

   成牛・豚については、次のとおりである。

１．成　牛

食 肉 市 場 の 特 徴

－ ２ －

食　肉  市  場  に  つ  い  て

　 当市場は、常に公正公明な市場取引を行いながら、消費者・生産者・買参者の満足を第一に考えること、衛
生管理の徹底と品質システムの向上に努めること、衛生的で安全・安心な食肉を安定的に供給することを品
質方針として食肉市場の機能を充分に果たしています。　更に最先端情報システム並びに最高水準の衛生
管理体制の部分肉加工機能を完備する食肉市場となっています。

　 福岡市中央卸売市場食肉市場は、平成１２年４月に福岡市東区箱崎七丁目から福岡市東区東浜二丁目に
新築移転し、名称も「食肉市場」から「臨海市場」に変更して開場いたしましたが、臨海市場は近隣の環境局
臨海工場や鮮魚市場と混同されていたことから、平成１９年５月に「食肉市場」へ戻しました。

   周辺に緑地を配し、防音・防臭・防塵対策の徹底や未利用エネルギーである液化天然ガスＬＮＧ冷熱を利
用するなど、クリーンで環境にやさしい施設です。

   コミュニティーホールでは、生産施設や食肉加工の説明・紹介を行い、安全で衛生的な食肉生産を理解し
ていただきます。　　また、実際に食肉製造の過程を知ってもらえるように、見学者用通路を設置しています。
この市場見学をつうじて、食肉と食肉市場の理解を深めていただきます。

   成牛のと畜頭数は、２３年度全体では２０，４７９頭で、　前年度と比べて１，８５３頭(9.9%)の増であった。

   平成２３年度のと畜数(成牛、豚、子牛)は、１５４，４７５頭で前年度に比べ７，８８６頭(5.4%)の増であった。

   食肉市場としては、日本初のＩＳＯ認証(品質の管理・保証に関する国際規格)を取得し、世界レベルの品質
保証が実現され、消費者の皆様方が安心して安全で高品質な食肉を購入することができます。

   最新のワンフロア・ワンウエイの製造ラインで生体搬入から製品出荷までトータルにＨＡＣＣＰ(危害分析重要
管理点)システムで管理することにより、安全で衛生的な良質の食肉を提供します。

市　場　の　概　況

   出荷地別では、地元の福岡県が、５，４５０頭(構成比26.6%)、次いで佐賀県 ４，６６８頭(同22.8%)、鹿児島県
１，９９６頭(同9.7%)、大分県 １，９６０頭(同9.6%)、長崎県 １，８９８頭(同9.3%)、宮崎県 １，７１２頭(同8.4%)、
熊本県 1，３７５頭(同6.6%)、山口県 ８１１頭(同4.0%)の順である。

   生体搬入から製品搬出までの市場内情報を一元化。

   120ｲﾝﾁﾏﾙﾁＴＶ映像機付きセリ機の導入やインターネットによる情報の受発信及び市場取引の推進を目指
し、　リアルタイムに情報を提供いたします。



２．豚

Ⅱ　取扱状況

１．成牛枝肉

２．豚枝肉

３．国産部分肉

４．輸入部分肉

５．副生物

Ⅲ　平均卸売価格

１．牛枝肉

   成牛全体では、1,２４０円で前年度比 １５円（1.2%）高であった。

２．豚枝肉

   豚枝肉は４４０円で前年度比 ２円（0.5%）安であった。

３．国産部分肉

４．輸入部分肉

  和牛は 1,３８５円で前年度比 １６円（1.2%）高、交雑種は 1,０８７円で 同額（0.0%）、乳牛は ４８１円で
１２円(2.6%)高であった。

   牛肉は平均 ２，２３３円で前年度比 １６８円（7.0%）安であった。

　 牛、豚、鶏いずれも２１年度以降取り扱っていない。

   豚枝肉は １３４，２８１頭で、前年度比６，４１０頭（5.0%）の増、重量は、１０，２７２トンで５８０トン(6.0%)
の増、金額は４，５３６百万円で ２３６百万円(5.5%)の増となった。

(1) 牛  重量は ５１トンで、７トン(17.8%)の増、金額は １１５百万円で、１０百万円(9.6%)の増となった。
(2) 豚　重量は ０．３トン、金額は０．１百万円となった。なお前年度は取り扱っていない。

   副生物の重量は ２，７１１トンで、６５トン(2.4%)の増、金額は ５３７百万円で、５百万円（1.0%)の増となった。

　 豚肉は平均 ４８９円で、前年度は取り扱っていない。

　 牛、豚、鶏いずれも２１年度以降取り扱っていない。

   出荷地別では、佐賀県が５３，７４０頭（構成比40.0%）、次いで大分県が ２５，９４８頭(同19.4%)、山口県 ２５，
４００頭(同19.0%)、地元の福岡県が１６，０１４頭(同12.0%)、熊本県 ８，５１８頭(同6.4%)、鹿児島県 ２，７７１頭(同
2.1%)、宮崎県 １，３７８頭(同1.0%)、長崎県 ２００頭(同0.1%)の順である。

   豚のと畜頭数は、２３年度全体では １３３，９６９頭で前年比 ６，０３９頭(4.7%)の増となった。

－ ３ －

   大動物(成牛)、小動物(豚、子牛)の枝肉の頭数は１５４，７５８頭で前年度に比べて８，２５０頭(5.6%）の増、重
量は国産部分肉、副生物を含めて ２１，１９６トンで １，５６７トン(8.0%)の増、金額は１５，３０３百万円で１，４９１
百万円(10.8%)の増であった。

   成牛枝肉は ２０，４５１頭で、前年度比１，８４６頭（9.9%）の増、重量は、８，１５８トンで ９１５トン(12.6%)の増、
金額は１０，１１４百万円で １，２３８百万円(14.0%)の増となった。



7 月 14 日 全国中央卸売市場協会第４８回食肉部会（京都市）

9 月 5 日

11 月 5 日

11 月 17 日

12 月 8 日

12 月 12 日

主　　な　　記　　録

  　  　　　   － ４ －

平成２３年度

第３９回西日本地区肉用牛交雑種共進会

福岡食肉市場　九州産ブランド　食肉フェスタ２０１１

第４３回九州産肉牛枝肉共進会

第４０回西日本地区豚枝肉共進会

平成２３年度全国食肉市場長連絡協議会（横浜市)


